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６ スケジュール５ 建築概要
○建設場所 ： 川崎区殿町３丁目土地区画整理

事業地内
○敷地面積 ： 約２，９００㎡
○建築面積 ： 約１，４００㎡
○延床面積 ： 約４，８００㎡
○構 造 ： 鉄骨造
○階 数 ： 地上４階
○工事期間 ： 平成２５年６月１日着工

～平成２６年５月中旬竣工（予定）

キングスカイフロントに本年２月に進出が決まった、
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社の新センターの
整備が、６月１日から開始されました。

１ 経過

平成２４年１２月 独立行政法人都市再生機構（ＵＲ）

が殿町３丁目地区の土地を公募開

始

平成２５年 １月 産業ファンド投資法人が落札

２月 産業ファンド投資法人がＵＲと土地

取得契約を締結

（ジョンソン・エンド・ジョンソン株

式会社の進出決定）

５月 殿町３丁目地区の住民に対する工

事説明会を開催

２ 事業内容

○高度医療機器の安全使用のため、外科手術シミュ

レーション装置などを活用した医師向けの学習プ

ログラムの実施

○医療機器の開発評価の実施 など

＊年間１万人の国内外の医師等が利用することを

想定

３ 設備等

○内視鏡外科手術や心臓・血管系疾患治療のト

レーニングに使われるシミュレーター等の最先端

医療設備

○国内外の医療従事者の交流等の施設（大型レク

チャールームなど）

４ 事業主・施工者

○事業主 ： ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

○施工者 ： 戸田建設株式会社

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社の（仮称）東京サイエンスセンターについて 資料１



市有財産 

市道塩浜32号線への道路進入路の整備（平成25年 4月 22日開放） 

１ 「塩浜３丁目周辺地区 整備基本方針」（平成 25年 3月策定）の概要 

２ 基本方針図 

３ 進捗状況 

（１）土地利用を支える基幹的道路の段階的整備  

平成24年度に皐橋水江町線から塩浜32号線への交通アクセスの向上を図るため道路進入路
の整備を完了（平成 25年 4月 22日開放）。

（２）市有財産の有効活用による新たな機能導入  

ライフイノベーション分野の中心拠点である殿町３丁目地区を支援・補完する機能を導入す

る目的で、当地区内にある旧建設技術センターを活用します。

◎基本的な考え方 

入江崎総合スラッジセンターの施設更新が実施されるまでの概ね５年間で、地域経済の活性

化に向けたベンチャー支援や入居企業を核とした市内ものづくり企業等とのマッチングの拠

点としての活用を図る。

◎事業スキーム 

本取組を効果的に進めるため、専門的な知識や企業ネットワーク、ベンチャー支援やマッチ

ングの実績がある、㈱ケイエスピーに当該施設を貸付け、同社がライフサイエンス分野を中心

とした企業等を選定し、ベンチャー支援業務やマッチング業務を実施する。 

◎入居企業の決定について 

入居企業は㈱ケイエスピーが公募により選定し、市が承認することで決定する。 

◎スケジュール 

●

●

平成３０年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月

事業推進（入居期間）

上下水道局で利用

８月 ９月 １０月

㈱ケイエスピーと契約、公募選定手続き

入居企業決定・契約

平成２５年

「塩浜３丁目周辺地区整備基本方針」の進捗状況について 資料２ 

◎整備の基本的な考え方 

更新を控えた公共施設が多く集積しているエリアを“機能導入・有効活用推進地区”とし

て、公共施設等の更新整備に合わせて、具体的な取組を進める。

（１）臨海部の活性化に資する機能導入

市有財産の有効活用による新たな機能導入 

土地利用を支える基盤整備 

（２）臨海部の産業成長を支える交通機能の強化

周辺道路ネットワーク整備の動向を踏まえた幹線道路交通の円滑化や沿道環境の改善 

（３）安全・安心、快適で魅力ある地区形成 

◎整備の方向性 

（１）土地利用

公共施設の更新整備等にあわせた市有財産の有効活用 

ライフイノベーション分野の中心拠点である殿町 3 丁目地区を支援・補完する機能導入など

（２）基盤整備

公共施設の更新時期を踏まえた土地利用を支える基幹的道路の段階的整備

周辺道路整備動向を踏まえた交通機能強化や沿道環境改善 など

　商業・業務エリア

　工場エリア

　既成市街地エリア

　公共公益施設等集積エリア

　地区の土地利用を支える
　基幹的道路

　幹線道路交通の円滑化、
　沿道環境改善

　水と緑のネットワーク化

　機能導入・有効活用推進地区

凡　　例

バス車庫 

入江崎公園 

かわさき南部斎園 

入江崎 

ｸﾘｰﾝ 

ｾﾝﾀｰ 

殿町夜光線 

皐橋水江町線 

建設緑政局 
(道路等) 

建設緑政局 
(公園) 

環境局 
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交通局 
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(葬祭場) 

入江崎 

水処理センター 

（（１１））土土地地利利用用をを支支ええるる
基基幹幹的的道道路路のの段段階階的的整整備備

（（２２））市市有有財財産産のの有有効効活活用用にによよるる
新新たたなな機機能能導導入入

左折 INのみ 

※だだし、路線バス以外の 

大型車両は進入禁止 

（基本方針図の一部拡大）

旧旧建建設設技技術術セセンンタターー

（凡例）

塩浜３２号線 

○

入江崎

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

道路進入路（Ｌ＝15m）

入江橋



旧神奈川県立川崎南高校跡地における民間事業の計画について

１ 主な経過等 ３ 事業計画の概要

【建物イメージ】

（ア）事業者 コーナン商事㈱
（イ）用 途 ホームセンター及びテナント
（ウ）施設概要 ３階建て

１階 ホームセンター
２階 テナント
３階 駐車場
屋上 〃

（エ）敷地面積 約23,400㎡
（オ）竣工予定 平成26年秋頃

（ア）事業者 アートプランニング㈱及び三信住建㈱
（イ）用 途 共同住宅
（ウ）施設概要 14階建て 125戸
（エ）敷地面積 約4,100㎡
（オ）竣工予定 平成27年夏頃

（ア）事業者 東京建物㈱
（イ）用 途 サービス付高齢者向け住宅、訪問介護事業所等
（ウ）施設概要 未定
（エ）敷地面積 約1,700㎡
（オ）竣工予定 平成27年春頃

４ 今後の予定

①ホームセンター及びテナント
・環境影響評価等の手続き後、建築工事に着手し、平成26年秋頃の完成を予定
・市と「津波避難施設及び物資供給施設に関する防災協定」の締結に向け調整中
②共同住宅
・総合調整条例等の手続き後、建築工事に着手予定
③サービス付高齢者向け住宅及び訪問介護事業所等
・総合調整条例等の手続きに向け準備中
・市と保育施設等の設置について協議中

地区名称 A地区 B地区 C地区 D地区

地区面積
（約９．０ha）

６．４ha ２．０ha ０．２ha ０．４ha

用途地域 近隣商業 準住居 工業 工業

土地利用方針 商業・業務機能 共同住宅を主体 保育施設等を主体 産業機能を主体

２ 小田栄西地区地区計画及び民間事業者の計画地

参考（案内図）

旧神奈川県立
川崎南高校跡地

①

②

③

資料３

共同住宅

平成11年11月 県が県立川崎南高校の県立川崎高校への統合を決定
平成14年 1月 県から同校跡地（約3.2ヘクタール）の購入希望について照会あり。

取得しない旨回答（３月）
平成19年 2月 小田栄西地区地区計画を都市計画決定
平成21年11月 同校の解体除却工事完了
平成23年12月 陳情第40号「旧県立川崎南高校全体を防災機能を持つ原っぱ公園に関する

陳情」→継続審査
陳情第42号「旧県立川崎南高校跡地全体を防災公園として市が取得すること
を求める陳情」→継続審査

平成24年 9月 県が日本商業開発㈱に同校跡地を売却
平成25年 5月 ・ホームセンターの進出が決定（下図①）

現在、環境影響評価手続き中（6月14、15日 環境アセス地元説明会開催）
・共同住宅の事業者が決定（下図②）
現在、総合調整条例に基づく事業概要書縦覧中
・サービス付高齢者向け住宅等の進出に向けて準備中（下図③）


